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会議次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 題 

（１）運営協議会の研修について 

（２）相原公民館振興計画（分野別活動計画）の見直しについて  

（３）令和２・３年度相模原市青少年指導員の推薦について 

（４）自主企画提案事業について  

（５）その他                 

４ 報 告    

（１） 第３７回相原公民館まつりについて   

・公民館まつりポスターについて 

・相原公民館 70 周年事業（記念キャラクター募集等）について 

（２）第４５回相模原市公民館のつどいについて  

（３）橋本公民館運営協議会研修について  

５ 情報交換等   

６ 閉 会 

 

 

 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

 開会。会長あいさつまでの進行は、館長代理が行い、３の議題から５の情報交換等ま

でを小方議長が行った。その後については、事務局（館長代理）が進行を行った。 

 

１ 開 会 

  安藤副会長の言葉で開会した。 

２ あいさつ 

  藤嶋会長（相原公民館長）があいさつを行った。 

３ 議 題 

小方議長の議事進行により、進められた。 

（１） 運営協議会の研修について  

館長代理から研修実施にかかる進行、パネラー人選について説明し承認を得た。

女性パネラーについては、立候補等なく見送りとなった。 

（２） 相原公民館振興計画（分野別活動計画）の見直しについて  

館長代理から見直し内容について役員会での検討経過を含め説明。 

分野別活動計画に大幅な変更なく、現在の組織体制等に合致（名称変更等）さ

せた記述変更に止まった内容となったこと説明し承認された。 

（３） 令和２・３年度相模原市青少年指導員の推薦について  

館長代理より推薦内容を説明。現行の８名の内、今年度で２名の方が退任され

ることから、新たな２名を加える内容で承認された。 

（４） 自主企画提案事業について   

館長代理から開設申し込みがあった自主企画事業について選考会である定例 

役員会で 1 月８日に審議し、開設条件等に合致し開設を承認する結論となったこ

と報告。なお役員会を選考会と定める選考会設置について明文化したものがなか

った為、要項を定め役員会で承認されたことをあわせて報告。 

   〇選考会である役員会で承認されたのであれば、ここでは「議題」ではなく「報

告」で構わないのでは。 

●館長代理から、次回からは報告とする旨説明。 

（５） その他   

以下の内容について、館長代理より説明を行った。 

・施設予約システム（さがみはらネットワークシステム）が更新に伴い３月１７日

以降システムの操作方法などが変わることから、利用団体向けに２月１５日に説

明会を行う。 

・１２月の被災地応援チャリティーウインターコンサートの募金等の結果について



運営経費を除いた残金及び当日募金箱を設置して集まったお金を、相模原市令和

元年台風第１９号災害義援金として寄付を行った。 

 ・来年度事業計画は各専門部会でこれから検討いただき、３月の第４回運営協議会

で諮る。 

４ 報告  

以下の事項について、事務局から説明報告を行った。 

（１）第３７回相原公民館まつりについて   

・公民館まつりポスターについて 

・相原公民館 70 周年事業（記念キャラクター募集等）について 

（２）第４５回相模原市公民館のつどいについて  

   参加者は、公民館職員の３名に加え運協委員から３名計６名となっている。 

   参加希望者は、1月１７日までに事務局に連絡をいただく。  

（３）橋本公民館運営協議会研修について 

   

５ 情報交換等  

（今年開催のオリンピックについて） 

〇今年の東京オリンピックでは自転車ロードレースをプレ大会以上に盛り上げたい。

   

 〇相原地区に補助金による防犯カメラ３台が上松並公園を含めて３箇所に設置予定。

 

（公民館まつりのボランティアについて） 

 ●公民館まつりに参加しない利用団体へ協力をお願いする方法として、準備や当日運

営等についてボランティアを募集することを説明した。 

  お願いする業務については、具体的内容を募集時に示すこととした。 

 

（運営協議会研修について） 

 〇運営協議会の研修について、パネルディスカッションの意見交換等の時間が短かす

ぎるのではないか。 

●時間については設定しているが、当日は状況に応じて弾力的に運営する。 

 

（公民館のつどいに関連して） 

 〇昨年の公民館のつどいに参加したが、学校と公民館の連携という内容であったが、

その後の動きは。 

 〇昨年、文科省のほうから市内各区に１か所ずつをモデル校として指定して、試行で

取り組みを始めたと聞いている。現在は、学校評議員会というのが学校の中にあり、

 地域の人に学校の運営に関わってもらう取り組みをしている。働き方改革、プログ



ラミング教育等、学校の状況も変わっているので学校評議委員会でも検討している。

 

〇昔の学校では放課後学校で遊ぶのが当たり前だったが、今は働く母親が増え、学校

で遊ぶこどもが減っているのではないか。 

 〇小学校の校庭で遊ぶ子は２０人くらい。 

〇中学生は８割の子が部活動をやっている。 

 

６ 閉 会 

小笠原副議長のことばで閉会した。 

 

                               以 上 

 

 



相原公民館運営協議会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 藤 嶋 直 司 相原公民館長 会 長 出席 

２ 大 内 敏 行 二本松小学校  出席 

３ 江戸谷 智 章 相原中学校  出席 

４ 安 藤 和 実 相原連合自治会 副会長 出席 

５ 大 貫   薫 相原連合自治会  出席 

６ 小 堺   浩 相原連合自治会  出席 

７ 窪 田 藍 子 当麻田小学校ＰＴＡ  出席 

８ 眞 川 昭 子 相原中学校ＰＴＡ  欠席 

９ 小笠原 和 彦 相原地区青少年健全育成協議会 副議長 出席 

10 木 暮 菊 夫 相原地区老人クラブ  出席 

11 竹 下 慶 子 交通安全母の会相原支部  出席 

12 矢 部 松 雄 相原二本松商店街  出席 

13 柏 原 千枝子 橋本地区民生委員・児童委員協議会  出席 

14 佐 藤 茂 子 公民館利用団体 会 計 出席 

15 小田原 まり子 公民館利用団体  出席 

16 小 方   実 学識・公民館活動経験者 議 長 出席 

17 髙 城   亮 スポーツ推進委員 監 事 欠席 

18 矢 野 佳 代 青少年指導員  出席 

19 山 本 智 明 健康づくり普及員 監 事 出席 

 


